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水位予測情報の長時間化

資料４



水害リスクラインについて
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■国管理河川の危険度分布（水害リスクライン）

〇国土交通省では、災害の切迫感を分かりやすく伝える取組みの一つとして、上流から下流まで
連続的に洪水の危険度が分かる「水害リスクライン」による水位情報の提供をＲ１年度より開始。

〇「水害リスクライン」は、概ね２００ｍ毎の水位の計算結果と堤防高との比較により、左右岸別に
上流から下流まで連続的に洪水の危険度を表示することが可能となるシステム。

氾濫発生箇所のリスクライン
※イメージ



水位予測情報の長時間化
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■令和３年出水期から、すべての国管理の洪水予報河川で水害リスクラインの水位予測情報を活用すること
とし、これまで3時間先の水位予測がＲ3年6月から６時間先までの予測に延伸。
■広域避難が必要な大都市圏などを流れる大河川を中心に、数日先など長時間先までの水位予測の提供と
ともに、アンサンブル降雨予測を活用した不確実性の表現方法について技術開発を推進。



「川の防災情報」での予測水位情報の提供
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■指定河川洪水予報で発表された6時間先の予測水位について「川の防災情報」ウェブ
サイトにおいて水位グラフで確認が可能。
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水位観測所画面

洪水予報文（PDF）

洪水予報に掲載さ
れた予測水位を水
位グラフにプロット

発表区間を着色

各基準観測所の発
表時点の水位の状
況と予測の傾向

「川の防災情報」での予測水位情報の提供
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■洪水予報発表時点の予測水位が表示されるが、リアルタイムで予測水位が更新され
るわけでは無い。

■予測水位は、氾濫情報の更新発表がなければ、発表時の予測水位がそのまま表示
された状態となるため、その情報は水位グラフに予測値としてプロットされ続ける。

「川の防災情報」での予測水位情報の提供
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■洪水予報発表後に氾濫注意水位未満の観測所の予測水位も表示される。（これまでは発表していなかった
情報）

■複数の基準観測所がある洪水予報河川において、１つの観測所で氾濫注意水位を超えて予報文を発表し
た際に、氾濫注意水位未満のため予報文では予測水位を表示していない観測所 (赤枠内)の予測水位も一緒
に表示される。

洪水予報文（PDF） 水位グラフ

予報文に表示されない水位予測がプロットされる。

「川の防災情報」での予測水位情報の提供


